
The Society for the Study of Species Biology

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　the 　Study 　of 　Speoies 　Biology

種生 物 学研 究 21 ： 13− 26
，

1997．

半 自然草地 の 植物 と保全管理

高橋 佳 孝 ・内 藤 和 明

　　 〔中国農業試験 場 ）

は　 じ　 め　 に

　人間の 生活 と関わ り合 っ て つ くられ ， 維持 され て きた

雑木林 や 草地 の ような半自然植生は，戦後の 高度成長 の

中で，そ の 経済的価値 が 低 い と判断 され ，
た び た び 開発

の 対
．
象 と な 「，，姿を消 して き た （市」［1・斎藤，1985 ；

岩波 ，
1995 ；芹 沢 ，

1995 ；武内 ，
1991 ；菅沼，1996 ）．

しか し最近で は，雑木林の ような二 次林が 生物の 多様性

維持 に 大 き く貢献 して い る こ とが 明 らか に され （井手，

1995 ；守山，1988，1996 ；芹沢，1995 ；柴谷，1989 ；

武 内 ，
1991 ；武 内，1994 ），ま た，農村 に おける水 辺 の

環境 も生物 の 生育環境 として の 価値が再評価 され つ つ あ

る （芹沢 ，
1995 ；武 内，ユ994）．こ れ に対 し，草地 は き

わ め て 多様な生物群集で あ り なが ら，そ の 生物保全機能

が あま り認識 されて い な い ．とりわけシバ ， ス ス キなど

の 在来野草 が 優 占す る 半 自然草 地 は，森林国 で あ る わが

国 で は，放牧 ， 火入れ ， 刈取 りな どの 人為的 影響下 で維

持 され て きた きわ め て ユ ニ
ー クな植生 で あ り （岩波，

1995 ；沼 田 ，
1994 ；大滝 ，

1994 ；佐藤 ，
1993 ；瀬 田，

1995 ；高橋，1996a ），そ の 独特 な環境 は 二 次林 とは異

な る 特 定 の 生 物種 の 保 全 に 役 立 ち （庫本，1995 ；守

山，1996 ；村 田 ・野 原，1993 ；先 名，1995 ； 柴 谷 ，

1993 ；矢 田 ・上 田，1993），ま た，多様な 自然景観 を 形

作 っ て きた （井手 ， 1995 ；岩城 ， 1971 ；岩波 ，
1995 ；

Nakagoshi ＆ Naito ，1995 ；瀬田，1995 ；染矢ら，

1989 ；高橋 ，
1996a ）． こ の よ うな点 か ら も，

二 次的 自

然 として の 半 自然草地 の 意義が 単に 経済性 だ け に とどま

らず ， 水田 や雑木林 と 同様に
， 生態学的 に も適正 に 評価

され る べ き で あ る こ と は い う ま で もな い （沼 田 ，

1994 ；芹 沢 ，
1995 ；瀬 田 ，ユ995 ；鷲谷 ・矢原 ，

1996 ；

日本生態学会 自然保護専門委員会 ， 1974）．

　わ が 国の 草地植生 の 多くは，火 入 れ，放牧，干草刈 り

など の 人間 の 活動 に よっ て 維持 され て い る半 自然植 生 で

あり，か な り最近 まで は，日当た りの 良い 所を好む 草原

性 の 植物 に と っ て 都合 の 良 い 状 態 が 作 り出 され て きた

（Naito＆ Nakagoshi，1993，1995 ；芹沢，1995）．

また
， 薪炭林 として の 森林の 利用 も， 明る い 草地 に 生 え

る植物の 生育地 を維持する役 目を果た して きた （石井

ら，1993 ；守山 ，
1988 ；Naito ＆ Nakagoshi ，1993，

1995 ；豊原 ， 1988 ；鷲谷 ・矢原 ，
1996 ）．しか し，草地

や 雑木林 の 利用 形態は近年大 き く変化 しつ つ あ り，人間

に よる穏 や か な干渉 の も とで 安 定 し て い た 半 自然植 生

が ，遷移の進行に よっ て消失 す る 傾 向が 顕在化 してい る

〔岩 波 ，
1995 ； 沼 田， 1994 ；大 滝 ， 1994 ； 佐 藤 ，

1993 ；芹 沢， 1995 ；瀬 田 ， 1995 ；小 路 ら ，
1995 ；菅

沼 ，
1996 ；高橋，1994 ；鷲谷 ・矢原，1996 ； 日本植 物

分類学会，1993 ；我が 国に おける保護上 重要 な植 物種

お よび植物群落 の 研究委員会植物種 分科会，1989 ；レ

ッ ドデ ータ ブ ッ ク近畿研究会 ，
1995）．

　本稿 で は，草地 の 植物相の 成り 立 ち と現状 を振 り返 る

と と もに その 保全の 課題 に つ い て 論 じる．

草地 の 優 占種 に よる植生 タイプ と分布

　 日本 は い わ ゆ る 森 林気候 （湿潤 気候 ）の 下 に ある の

で ， 北米 の プ レ
ー

リ
ー

や中央ア ジ ア の ス テ ッ プ の よ うな

草原気候 （半乾燥気候 ）の 下 の ，極相的 な自然草地 は ほ

とん ど 存 在 し な い （佳 山
・大 久 保，1989 ；西 村，

1982 ；沼 田 ，1994）．む しろ ， 阿蘇 くじ ゅ り ，
三 瓶 山

（島根県 ），美が 原 （長野 県） の よ うな放牧 ， 火 入 れ ，

刈取 りなどの 人為的影響下 で 維持 され る，い わ ゆ る入為

的極相 と して の 半自然草地 （野 草地 ）か ， 日本 の 農 山村

に おける特 色あ る景観 を構 成 して い る （岩城，1971 ；

図 1 、野草地 を指標 と した 日 本 の 気候的植 生帯（沼 田，

　　　1969 ；伊藤 ，
1977 ）．

　 　　 A ：亜 寒 帯（寒 温 帯〉，B ：冷 温帯，Cl 暖 温帯，D ：亜 熱帯
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表 1 ．人為 的影響 の 様式 と 日本 の 野草 地 に 成 立 す る植

　　　生 タイプ （沼 田 （1969）；沼 田 （1971）；伊藤 （1977）

　　　 よ り作製）

植 生 帯　 　 放　 牧 採草，火入れ 極 相 林

A ：亜寒帯　 ナガ パ グサ型，　　サ サ型，イワ ノガ

　 　 　 　 ウシ ノケグサ型　　リヤス型

B ：冷温帯　　シバ 型

C ：暖温帯　 ネザサ型、シバ

　 　 　 　 型

エ ゾマ ツ ・トドマ ツ

ス スキ型 ・ササ型　 ブナ・モ ミ
・ツ ガ

ススキ・
アズ マ ネ

ザサ型（東部〕

ネザサ型（西部）

D ；亜熱帯　 コ ウライシバ 型，　 トキワ スス キ型，
　 　 　 　 ギ ョ ウギンパ 型　　ネザサ 型

シイ属・
カシ属

シ イ属など

Itow　，1962 ；岩波 ，
1995 ；庫本，1995 ；沼 田，1994 ；

大 滝，1994 ；佐 藤，ユ993 ；先名，1995 ；瀬田 ， 1995 ；

高橋 ，
1996a ）． こ れ ら の 半 自然草地 は ，一般的 に は優

占種 の 生活型 や 相観 に よっ て，採草地 に み られ る長草型

草地 と放牧 地 に み られ る短 草型草 地 とに分類 され るが

（Itow，
1962 ；沼 田，ユ973 ；先名，1995 ；菅沼，1996），さ

らに，優 占す る草本種 に よっ て 以下 の 草地型 に 区分する

こ とが で き る （図 1
，

表 1 ＞．

　ササ型 ： 北海道 を中心 に分布す る型．ササ は普通 エ ゾ

マ ツ ， トドマ ツ，ブナな ど の 極相林や ア カ マ ツ ， コ ナ

ラ ， ミズ ナ ラな ど の 二 次林 の 林床に下草 をなすが ， 伐採

後 も残る た め サ サ 草地 を形成 す る （佳 山 ・大 久保，

1989 ）．広 くみ られ る 種類 は
，

ク マ イザ サ ，チ シ マ ザ

サ ，ミヤ コ ザ サ，チマ キザサ な ど で ある．

　 ス ス キ型 ； X ス キが 優 占する草地 で
，

わ が 国 の 代表 的

な野草地 で あ る．北海道南部か ら沖繩 まで 分布 し， 主 に

採草利 用 さ れ る が ，西 日本で は軽度の放牧に も利用され

て い る．火 入れ ， 採草 ， 放牧 など の 人為が加 わ らな くな

る と遷移が 進行 して 低木林に 変化す る．また，中部地方

の 採草地 で は カ リヤ ス 類優 占の 草地 が み ら れ る （西 川，

1976）．

　 ス ス キ
ーネザ サ 型 ：関東に み られ る ア ズ マ ネザサ と そ

れ 以南 に 分布するネザサ との 組合せ に よっ て，
ス ス キ

ー

ア ズ マ ネザ サ 型と西 日本に 多くみ られ る ス ス キ
ー

ネザサ

型 が あ る．

　 シ バ 型 ：強放牧下に成立する半自然草地 で，シバ が 優

占種 で ある ．草地 と し て ま と ま っ た 面積で 存在す る の は

北海道 南部 よ り九州南部 まで で あ る （早 川 ・宮下，

1976 ；松村 ，
1981 ；瀬 田，1995），

　 ネザサ型 ： ネザ サ や ア ズ マ ネザ サ の 分布する温暖地 の

植 生型 で あ る （沼 田 ， 1994 ；大 滝， 1994 ；佐藤 ，

1993 ；瀬 田 ，
1995 ；阿 蘇 くじ ゅ う国立 公 園管理事務

所，1993），暖地 で は放牧圧 が 高 まる と植生 が ネザサ型

に 変わ り， 相 観上 は 背 の 低 い シバ 型 に 類似 した 草地 に な

る．こ の場合，ネザサ は シ バ と生態的同位種 に 位置づ け

ら れ る が ，ネザ サ 型 の 草 地 は 放牧 型植 生 と して は ス ス キ

型草地 と シ バ 型草地 の 中間 に存在する植生 と考え ら れ て

い る （吉 良 ，
1952 ；鈴 木，1959 ）．

一一
方，関 東以北 に 分

布するア ズ マ ネザ サ は，ネザ サ ほ どの 放牧耐性は な く，

少 し強 く採 食され る と枯死す る場 合が 多い （西村 ，

1982 ）．

　 シバ ー
ネザ サ型 ：上 記 2型 の 混合型 で，三 瓶山，阿蘇

な ど西 日本 に 分布する （沼 田
，

1994 ；大滝，1994 ；佐

藤，1993 ；阿蘇 くじゅ う国立公 園管理事務 所，1993）．

　 ワ ラ ビ 型 ： ス ス キ型 ま た は シバ 型か ら 派 生 し た もの で

（Itow ，
1962 ）， 家畜 の 不 食植 物 で ある ワ ラ ビ が 優 占

する．

　 ギ ョ ウギ シバ 型 ：世界的には ア ジ ア，ア フ リカ，ア メ

リカ など の 熱帯地 域 に広 く分布す るが ，わ が 国で は，西

日本 の 標高 の 低 い
， 砂質土 壌 の 放 牧地 に 限 っ て 小面積 で

み られ る （伊藤，1981）．

　 コ ウライシ バ 型 ：南西諸島を中心 に 九 州南部 に も分布

する．シバ よ り乾燥 と塩害に強 い た め ， 海岸付近の砂礫

地 や隆起 珊瑚 礁上 の 風衝 地 な ど に み られ る （根本 ら，

ユ990 ；沼 田，1983）．

　 チ ガ ヤ 型 ； こ の 型 は専門家 に よっ て 異論 が あり （吉

田 ，
1950），植生型 として 認 め な い 立場 もあ る （佳 山 ・

大 久保，1989 ；吉 田 ，
1956 ）．しか し，関 東以南の 河 川

敷や海岸に 近 い 地 区に は チ ガ ヤ が 群落を形成する場合が

しば しば み られ る （早 III，1993，1995 ；大追，1937）．

　 そ の ほ か 北海道や高標 高地 で は ， 放牧地 に はナ ガ バ グ

サ，ウ シ ノ ケ グサ ， 採草地 に は ヒ ゲ ノガ リヤ ス の優 占す

る草地 が み ら れ る （西村，1981 ；土 田 ，
1985 ）．また，

Itow （1963 ）は，中国山地 に おける草地植生で は，中

程度 の 放牧 密度 の 新 しい 放牧地 に お い て ス ス キ群落 と シ

バ 群落 の 中間 に トダ シバ 群落が 出現す る と して い る．

半 自然 草地 を特徴づ け る大陸系遺存植物

　わが 国 の 半 自然草地植生 に お い て 特筆すべ き点 と して

は，阿蘇 くじ ゅ う地域を中心に して，多くの 大陸系遺存

植物が生 育 して い る こ とが あげ ちれ る （大滝，1994 ；

佐藤，1993 ；芹沢，1995 ；瀬 田，1995 ；阿蘇 くじ ゅ っ

国 立 公 園 管 理事 務 所 ，
1993 ； 日 本植 物分類 学会，

1993 ；我が 国 に お け る 保護上 重要 な植 物種 お よ び植物

群落 の 研究委員会植物種分科会，1989）．

　洪 積 世 （180 万年〜 1 万年前）の い わ ゆ る氷河 期 の 時

期 に は，日本列島は今 より気候が 冷涼で 乾燥 し， 随所 に

草原が 展開 して い た．こ の 時代は大陸 と陸続 きで あっ た

た め，キキ ョ ウや マ ツ ム シ ソ ウ などは樺太 を経 由 して
，

また，阿蘇地方に特有の ヤ ツ シ ロ ソ ウ，マ ツ モ トセ ン ノ

ウ （ツ ク シマ ツ モ ト）な ど は朝鮮半島を経由 して きた も

の で ，
こ れ ら の 大陸系の植物の 中に は今で は絶滅を心配
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され て い る植物 も多い （瀬田， 1995 ； 日本植物分類学

会 ， 1993 ；我が 国に お け る 保護上 重要 な植 物種 お よび

植物群落 の 研究委員会植物種分科会，1989）．

　沖積世 （1万年前〜現在 ）に 入 る と，気候 の 温暖化 に

伴 な い 草 原 の 多 くは森林 へ と移行 して い っ た．しか し，

火 山の 周辺域 で は噴火 に 伴 な う荒廃 に よ り森林 へ の 遷移

が 妨 げ られ，例外的 に 草原植生が 残 され て きた．こ れ ら

の 原野はそ の 後 も土壌が 農耕 に 適 さな い た め ， も っ ぱ ら

放牧 地 や 採草 地 と し て 畜産的 に 土 地 が 利用 さ れ，人為的

に安定 した 草地 植生 を維持 して きた （瀬 田，1995 ；阿

蘇 く じゅ う国立 公 園管理事務所，1993）．

　以上 の こ とは ， 草 原植物相 を特徴づ ける大 きな要 因で

あ り，半 自然草地 が希産種 の 宝庫で ある とい われ るゆえ

ん の 1 つ で もあ っ た ．とりわけ ， 阿蘇 くじゅ う地域は，

わが 国に お い て こ こ だ け に 分布す る大陸系 の 特産種や他

の 地域 で は きわ め て まれな準特産種 が 多い こ と で 有名で

あ る （先 名，1995 ；阿 蘇 くじ ゅ う国立公 園管理 事務

所，1993 ； 日本植物 分 類学会，1993 ；我 が 国 に お け る

保護上重要 な植 物種 お よび 植物群落 の 研 究委員会植物種

分科会，1989）．ちなみ に ，こ の 阿蘇 くじゅ う地域 と そ

の 周辺 に分布が限 られる大陸系 の 植物 として は ，
マ ツ モ

トセ ン ノ ウ，ケ ル リソ ウ，チ ョ ウ セ ン カ メバ ソ ウ，タマ

ボ ウ キ，
ツ クシ フ ウ ロ ， ヒ ロ ハ トラ ノ オ

，
ツ ク シ クガ イ

ソ ウ，ヤ ツ シ ロ ソ ウ，ケ シ ョ ウ ヨ モ ギ，ヤ ブ ヨ モ ギ，ヒ

ゴ シ オ ン
，

タ カ ネ コ ウ リ ン ギ ク などが あげ られ る ．ま

た ， オ グラ セ ン ノ ウ， キス ミレ
， タチ ス ミ レ

， シ ム ラ ニ

ン ジ ン ，サ ワ トラ ノ オ， ヒ ゴ タイ，シ オ ン ，エ ヒ メ ア ヤ

メ な ど は ， 他の 地域 で は あま り多くな い 植物で あ る （今

江
・大滝，1977 ；沢村，1981 ；阿蘇 くじゅ う国立 公 園

管理事務所 ，
1993 ； 日本植物分類学会 ，

1993 ；我が 国

に お ける保護上重要 な植物種 お よび植物群落 の 研究委員

会植物種分科会 ，
1989 ）．

長草型草地の 植物

　秋の 干 し草刈 の ように 1 年に 1 回ま た は 隔年 ご とに 定

期的に 刈 られ るか
， 火入れ が 行 なわれ る環境 条件で は ，

人 の 背丈ほ ど に伸び た ス ス キ や サ サ 類， トダ シバ ，カ リ

ヤ ス 類 な どが 繁茂 し， 河川敷で は ヨ シ や オ ギの 草地 が 発

達す る ． こ れ ら は ，長草 型草地 と呼ば れ （ItOW，
1962 ）， 植生型 か ら い えば ，

サ サ 型 ，
ス ス キ型 ，

ス ス

キーネザ サ型 ， チガ ヤ 型 ， ワ ラ ビ 型 な ど が 含まれ る （早

川，1993 ； Itow，
1962，1963 ；佳山 ・大 久保 1989 ；

西川，ユ976 ；西村， 1981，1982 ； Numata ， 1969，

1971 ；沼 田，1973 ；大迫，1937 ；鈴 木，1959 ；吉 田，

1950
，　ユ956 ）．

　こ の うち最 も代表的なもの は ス ス キ草地 で， ハ ギ類，

オ ミナ エ シ ， キキ ョ ウ の よ うな い わ ゆ る 「秋 の 七草 」 は

い ずれ もス ス キ草 地の植物 で あ る （伊藤 ， 1981 ；沼

田 ，
1993

，
1994 ；芹 沢 ，

1995 ）．こ の ほ か に普通に み ら

れ る植物 と して，オ カ トラ ノ オ，カ ノ コ ソ ウ ， オ ケ ラ，

オ トコ エ シ ， ヨ モ ギ， ヒ ヨ ドリバ ナ，ア キノ キリ ン ソ

ウ，シ ラヤ マ ギ 久 ニ ガ ナ，ア ザ ミ類 ，
コ オ ニ ュ リ，

ヤ

マ ハ ッ カ， ツ リガ ネニ ン ジ ン ，マ ツ ム シ ソ ウ，ワ レ モ コ

ウ，ヒ カ ゲ ス ゲ 等が あげ られ る （阿部 ・沖津 ，
1995 ；

伊 藤 ，1981 ；岩城 ，1971 ；猶原，1965 ； Numata 　
，

1969
，

1971 ；土 田 ，
1985 ）．ま た

， 阿蘇 くじゅ う地域 で

は ス ス キ草 地 や ス ス キ
ーネザ サ草地 の 中に ，

ハ ナ シ ノ

ブ，ヒ ゴ タイ （図 8 ），
マ ツ モ トセ ン ノ ウ （図 8 ），ヤ ツ

シ ロ ソ ウ （図 8 ），ヒ ロ ハ トラ ノ オ な ど の 希少植物 も花

を咲か せ
， 特徴 的な植物相 を呈 して い る．

　しか し，こ の ような草地 も
一

切手 を触れ な い よ うに す

れ ば ， タニ ウ ツ ギ，ツ ツ ジ 類 ， イ ヌ ツ ゲ，ア キグ ミ，ノ

イバ ラ な ど の 低 木類 や ア カ マ ツ
，

コ ナ ラ ， シ ラ カ バ の よ

うな 日当 た りの よい とこ ろを好む高木 （陽樹）が 生 えて

くる （岩城，197ユ ；内藤，1988 ）．た と えば ，
ス ス キ草

地 を維持 しようとすれば，遷移 が 進 まない ように 人為的

な管理 が 必要 となる．逆 に ， 管理が強すぎる と，
xk

草地 が背 の 低 い シ バ 草地 に なる （内藤，ユ988 ；沼 田，

1993）．ス ス キ草地 を秋 に 1 回刈取 る軽 い 管理 で ある

と，均質な 草 地 と し て の い い 状 態が 続 くが ，年に数回刈

り取 るよ うな強 い 管理 をす る とシ バ 草地 や ネザ サ草地 に

退行遷移 し，植物 の 種類 や 組 成も変わ っ て くる 〔沼 田 ，

1993）。

　 また，火 入 れ や 放牧 の 影響が加われ ば ，さら に 出現す

る 植物の 種類や量 に 変化 が 生 じる．た とえば ， 金 華 山島

や 若草山に い る野生 の ニ ホ ン ジ カ は，柔らか い 草 を食べ

て ， 毒 の あ る草 ， 固 い 草 は 食 べ 残 して い る （沼 田
，

1972 ；高槻，1989，1993）．固 い 草 の 例 で い えば，ス ス

キは ほ とん ど食べ られ て しま うが
， 珪酸分 が 多く固 い イ

トス ス キだ けは残っ て い るため ， そ こ で はイ トス ス キ草

地 が 形 成 され て い る （芳 賀 ・菅 沼 ， 1983 ；沼 田 ，

1972 ；高槻 ， 1993）．ワ ラ ビ 草地 も， 牛や馬 が ワ ラ ビ を

食べ ずに残っ た た め に で きた もの が 多く，同様に，牛 が

食べ な い タニ ウ ツ ギな ど の 木本類 が 優 占して 低木群落 が

形成さ れ る場合 もあ る （伊藤，ユ976 ；西 脇 ら，1993）．

また
， 東北地 方 の ハ ギ山 は

， 火 入 れ に よっ て ハ ギ類 の 種

子の芽生えが促進され て で きた もの で ， 火 との結び つ き

が き わ め て 強 い 例 で ある （lwata， 1966 ；岩 田，

1971 ；沼田 ， 1972）．

短草型草地 の 植 物

　シバ 型 ， シバ ー
ネザ サ型 ， ネザ サ 型 ， ギ ョ ウ ギ シ バ 型

の 草地 の ように，長年に わ た り放牧 の牛や馬な ど に 採食

され た り， 踏 まれ た りする こ とに より，ある い は 頻繁な
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刈 取 を受 け る こ とに よ り，芝 生 の よ うに な っ た 環境条件

に 適応 して 生育する植物 もある．

　 シ バ は，放牧地 に 生育する 在来イネ科植物 と して最 も
一

般 的な もの で ， 草 食動物 の 採食行 動 に 適 応 した ， 数少

な い
」」
牧草型 の 植物

”
で ある （沼 田，1983 ，1995b ；

高槻 ，
1993 ；中国農業 試験場畜産部 ，

1995 ）．こ の よ う

な シバ を主体 とする草原 は 「生物的極相草原」 と も呼ば

れ ， 世 界的 に み て も特 異 な もの で あ る （沼 田 ，
1983

，

1994 ；中国農業試験場畜産部， 1995）．

　 シ バ は主 に 冷温帯の 放牧草地 の 代表種 で あるが ，温 暖

帯の西南 日本で は ネザサ が ，亜寒帯の 北海道や 本州高標

高地 で は ウ シ ノ ケ グサ が，放牧 家畜 の 採 食に 適応 した短

草 型 イ ネ科 野草 の 代表的 な もの と して あげ られ る （沼

田，1983，1995b ；土 田，1985）．と くに，ネザサ は放

置 すれば 2 メ
ー

トル に もなる大型 の 草で あるが ， 家畜に

食わ れ る と数セ ン チ の シバ 状 に な り，消滅する こ と もな

い ．い わ ゆ る牧草的性質 を見事 に 獲 得 した もの で， 日本

の ように草食の野生動物や 家畜に契食を受ける こ との 少

なか っ た 地 の 植物 で は きわ め て 珍 しい と い える．

　 こ の よ うな短草型 の 草地 に は，オ オ チ ド メ， シバ ス

ゲ，ゲ ン ノ シ ョ ウ コ ，キ ン ミズ ヒキ，ア リ ノ トウ グサ，

コ ナ ス ビ などを伴な うこ とが 多 く，こ れ らの うちゲ ン ノ

シ ョ ウ コ ，キ ン ミズ ヒ キなどは 人家周 辺 や 農道傍か ら牛

・馬 の ヒヅ メ に 付着 して 運 び 込 まれ た もの と い わ れ て い

る，また，オ キナ グサ 〔図 2 ，図 8 ）， X ミレ ，タチツ

ボ ス ミレ
， キ ス ミ レ 〔図 8 ）， ミヤ コ グサ ，

ハ ル リ ン ド

ウ， フ デ リン ドウ，ウ メバ チ ソ ウ，ネ コ ハ ギ， ミツ バ ツ

チグ リ，ヒ メ ハ ギ，ツ ル ポ ， ネ ジバ ナ ，
セ ン ブ リ，

ム ラ

サ キセ ン ブ リ （図 8 ）な ど 日 当 た りの 良い 所 を好む 草丈

の 低 い 植 物が数 多く生育 して い る （細 山田 ， 1985 ；伊

藤，1981，ユ983 ；内藤，ユ988 ；猶 原，1965 ；沼 田 ら，

1991 ；大 滝 ，
1986 ；阿 蘇 くじ ゅ う国 立公 園管理 事務

所 t1993 ）．そ の 中に は セ ン ブ リ，オ キ ナ グサ，ゲ ン ノ

シ ョ ウ コ ， リ ン ドウ な ど の よ うに 漢方薬 と し て 昔 か ら

人々 に 利用 され ， 生 活 に とけ込 ん で い た有用植物 も多

い ．

　その ほ か ， 北海道 で は ハ マ ニ ン ニ ク， ウ シ ノ ケ グサ ，

ナ ガ パ グサ を主体に エ ゾ リ ン ドウ，エ ゾ キ ン ポ ウ ゲ な

ど ， 暖地 で はチ ガ ヤ
，

コ ウ ライシ バ
， ギ ョ ウ ギ シ バ を主

体に ス ズ メ ノ コ ビ エ ，ウ ス ベ ニ ニ ガ ナ，オ キナ ワ ミチ シ

バ な ど が
， 特 徴的 に み られ る （根 本 ら ，

ユ990 ；西村，

ユ982 ；西村ら ， 1984 ；沼 田 ， ユ983＞．

　放牧地 で は，家畜 は 植物 を選択的 に採 食 し，局所的 に

踏 み つ けや排泄物の パ
ッ チが 生 じて，多様 な環境 が 作 り

出され るの で，植物の 種 多様性 も概 して 高い （高橋 ・内

藤 ，
1996 ；高槻 ，

1989 ）．高橋 ・内藤 （1996 ，
1997 ）は

和牛の 放牧草地に お い て，高槻 （1989，ユ993＞は ニ ホ

ン ジ カ の 採食域 に お い て ， 不食植物 の パ ッ チの 中に 採 食

か ら免れ た植物が 生育 して お り，採食を頻繁に受け て い

る場 所や機械的 な刈取 りで 管 理 され る芝草 地 とは 種組成

や 群落構成が 異 な る こ とを見出し，こ の ようなパ
ッ チ の

存在 が 全体 の 種 多様性 を高 め て い る 点 を指摘 して い る

（表 2 ，図 3 ）．ま た， タ テ バ と呼 ば れ る 家畜 の 休息場

所に は，オ オ バ コ ， ミノ ボ ロ ス ゲ，シバ ス ゲ，シ ロ ツ メ

クサ，ヒ メ ス イバ などの 植物が 見られ，こ れ らの 植物は

糞上 で よ く生 育する （伊藤 ら，1968，1992 ；黒崎 ・飯

泉 ，
1960 ；内藤 ，

1988 ；菅原 ら，
1960 ）．前述 の ワ ラ ビ

や イ トス ス キ は不食植物 の 代表的なもの で あるが （沼

田 ，
1972 ；岡野 ・岩 元 ，

1989 ；高槻 ，
1989

，
1993 ）， 芝

生 の 放 牧地 に 真珠 を散 りば め た ご と くに 点在する ツ ツ ジ

科 の 低木類 も多 くは家畜 に 食べ られず に 残 っ た もの で あ

る （岩 波 ， 1995 ；金 ・
伊 藤 ， 1994 ； 沼 田， 1993，

1994，1995 ；瀬 田 ，
1995 ；高橋 ，

1994 ；田中，1981 ）．

雲仙 の ミヤ マ キ リ シ マ 群落 （田 中，1981＞，佐渡 の ハ ク

表 2 ．群落型別に み た 出現種 数 と 多様度指 数

3

　　　 　 平均 出　 全 出現
群落型
　　　　 現種 数 　 種 　数
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 α

多様度指 数 H ’

β γ

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　　
　

　
　
　
　
　
わ

個

体

群

密

度
肝

　
　
　
　
　
（

GSGTRCSRCTFCユ6，219

．218

，813

，67

．2

qソ

qゾ

ー

15

3
△−
njn

δ

−

O．751

．440

．881

．090

．62

1．601

．581

．601

．601

．61

2．353

．022

．482

．692

．12

o

s20cm 20−50crn　　　　　　50cms

平 均植 生 高

図 2 ．草地 の 平均植 生 高 とオ キナ グ サ の 個体群 密度

多様度指 数 は 各 出現 種 の 被 度 を用 い て 計算 した．

α ，β ， γ　：そ れ ぞれ プ ロ ッ ト内，プ ロ ッ ト間お よび 全

体 の 多様 度 指 数 を示す．

GS ： 放牧区で 植 生 高の 低 い プ ロ ッ ト，　 GT ； 放牧 区で 植

生 高 の 高 い プ ロ ソ ト，RCS ； 少 回刈 区で 植 生 高 の 低 い プ

ロ ッ ト，RCT ：少 回刈 区 で植 生 高 の 高 い プ ロ ッ ト，　 FC ：

多回刈 区 の プ ロ ッ ト．
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図 3 ．種組成 に 基 づ く DCA 分析 に よ る植生 調査 プ ロ ッ

　　　 トの 序列 化

　　　種組 成 の違 い が 大 きい プ ロ
ッ トほ ど互 い に 離れ た 位 置に

　 　 　 配置 され る．

　　 　表 2 の 多様 度指 数で は種 組 成 の 違 い が 反映 され な い ．

　　 　 凡例は 表 2 と 同 じ，

サ ン シ ャ ク ナ ゲ 群落 や安比 高原 （岩 波 ，
1995 ＞，湯 の 丸

（加藤 ， 1995 ；安盛 ，
1995 ）な ど の レ ン ゲ ツ ツ ジ の 名

所は， こ の よ うに して家畜 の 踏圧 と食草行動 に よ っ て作

られ て きた放牧地特有 の 群落 とい っ て よい ．

1993 ；芹沢 ，
1995 ；鷲 谷

・
矢 原，1996 ；阿蘇 くじゅ っ

国 立 公 園 管 理 事務 所， 1993 ； 日本植 物 分類 学 会，

1993 ；我が 国に おけ る保護 上重要 な植物種 お よ び 植物

群 落 の 研究委員会植物種 分科 会，1989 ）．

　湿性草原 を構成 する ヨ シ，ガ マ ，ノ ハ ナ シ ョ ウブ ，カ

ヤ ツ リグ サ，ヌ マ トラ ノ オ な ど の 陽性植物 は 地下茎 や ほ

ふ く茎をもち （沼 田．1972 ）， ミ ソ ハ ギ，シ ロ ネな ど，

茎や根 に通気組織が 発達 して 酸素 欠乏 に 耐 え る仕組 み を

もっ て い る もの も多い （沼 田，1972）．サ ク ラ ソ ウ 〔図

8 ），ノ ハ ナ シ ョ ウブ
， カ キ ツ バ タ，ニ ッ コ ウ キ ス ゲ ，

サ ワ ギ キ ョ ウ，サ ギ ソ ウな ど は，湿原 の お花畑 を代表す

る植物で あ り， 四季折 々 に鮮や か な彩 りを み せ て くれ

る．また，ときに は モ ウセ ン ゴ ケ の よ うな食虫植物群落

が 形 成さ れ る 場 合 もあ る （波 田 ，1988 ；沼 田 ，
1972 ；

阿蘇 くじゅ う国立 公 園管理事務所 ，
1993 ），

　こ の ほ か，大陸系 の 植物 で は，満鮮系植 物 として オ グ

ラ セ ン ノ ウ （図 8 ），サ ワ ゼ リ， チ ョ ウ セ ン ス イラ ン ，

ビ ッ チ ュ ウ フ ウロ をは じめ わ が 国で は阿蘇特産種である

ツ クシ フ ウ ロ ，ヒ ゴ シ オ ン （図 8 ） な どが ，北方系植物

と して は， イブ キ トラ ノ オ， リ ュ ウキン カ ，
シ ラ ヒ ゲ ソ

ウ
，

クサ レ ダ マ ，サ クラ ソ ウ などが あげ ら れ る （浅井 ・

吉 沢 ， 1992 ； 阿 蘇 くじ ゅ う国立 公 園 管 理 事 務 所，

1993）．

半 自然 草地 の 希少植 物 と保護対策

湿性地 の 植物

　比較的広 い 面積 の 半 自然草 地 の くぼ 地 に は，各所に 水

が 停滞した 小規模 な湿地 もみ られ る．こ の ような場所で

は 多量の 水 が 存在する こ とに よっ て微気象が緩和 され，

そ こ に 生育す る植 物が 乾燥 に さらされ な い など の 利点 が

あ る 反面，土 壌中に存在す る水 の ため根 の 呼吸が 妨 げら

れ る な ど
一

般 の 植物 に と っ て は 不利 な 点 もあ る （波 田．

1988）．そ の た め，湿地 に は周辺 の 草原や森林 とは 異な

っ た 特殊 な植物 が 生育 し，独特 の 湿 地 性植物群落 を形成

して い る．こ れ らは ， 冷涼湿潤 な地帯に ミズ ゴ ケ が 広が

っ て 発達する高層湿原を除けば ，植生遷移途 中にある も

の が 多く （波田 ， 1988，
1993 ）， 湿 原，草地，樹林 の あ

い だ を進 んだ り，逆戻 りした りす る遷移 が く 「）返 され て

い る （藤原，1995 ；石 井 ら，
1993 ；沼 田，1972）．した

が っ て，火入れ，放牧，刈払 い な ど の 規 則的 な働きか け

が 続 い た場所 で は ，
比 較 的安 定 し た 湿性 状 態 と植物群落

が 維持さ れ る ．

　 こ の よ うな湿原，湿地 の 地盤はや わ らか く，入や家畜

が 入 り込 まな い 場所が 多い ため ， 比較的 自然 の ままで保

存 され て きた が ，最近は大規模開発や人工草地化 ととも

に 面積 の 減 少 が 著 し い （浅井 ・吉 沢，1992 ； 波 田，

　戦後，牛や 馬 の 放牧 の 減 少 と と もに半自然草地 の 多く

はそ の 経済 的価値 の 低さ か ら，ス ギや ヒ ノ キ な ど の 植林

地 や 農耕地 に 転 換 され た （岩 波 ， 1995 ；中越 ら，

1989 ；瀬 田 ， 1995 ；阿蘇 くじ ゅ う国立 公 園管理事務

所，1993）．残 っ た草地 も多くは 表土 を剥か して外来の

牧草 を まい た，い わ ゆ る 改良草地 と称 する 人 工 草地 に 変

えられ ， 本来 の 半 自然 草地 に 生育 して い た 貧栄養性 の 植

物は ほ ぼ 完全に 生育環境 を失 な っ て しま っ た．また ， 原

野 の 中や 周辺部 に残存して い た 湿地 も森林 へ の 遷 移 や 耕

地整理 宅地開発等 によっ て姿を消 しつ つ ある （芹沢，

1995 ；阿蘇 くじゅ う国立公 園管理事務所，ユ993）．

　原野や湿地 が 消 失すれば ， 当然そ こ に 生育 して い た植

物 も消滅する．その た め，か つ て それ ほ ど希で なか っ た

植物 の 多くが 急速に幻 の 植物 と化 しつ つ ある．た と 1

ば， オ キナ グサ やサギ ソ ウ とい っ た植物 は 全国各地 の 野

草地や里 山 に きわめて普通に み られ た 植物で あ っ た が ，

こ れ らの 利用 ・管理 が 行 なわれ な くな っ た今 H ， 植生遷

移 が 進ん で 森林化 した り，造林 地 に 変 えられ た り した た

め に 生育地 を失 な っ てしま っ た （Naito ＆ Nakagoshi，

1994 ；中井 ，
1996 ；芹沢，1995 ）．

「
レ ッ ドデ ータ ・ブ

ッ ク」 （わ が 国に おけ る保護上 重要な植物種 の 現 状 ，

1989 ）に は ，こ れ ら の
「
里 の 植物 」 が ， もと もと分布
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の 狭 い 希少 植物 と並 ん で ， 絶滅 の おそれ の あ る植物種 と

して 取 り上 げ ら れ て い る （鷲谷 ・矢原，1996 ； 日本植

物 分 類 学会，1993 ；我が 国 に お け る 保護上重要 な植物

種 お よび 植物群落の 研究委員会植物種 分科 会，1989 ）．
「秋の 七草」 の ひ とつ として 親 しまれ て きた フ ジ バ カ マ

も， 河川敷な ど 自生地 の 草地 が 開 発 に よ っ て減 少 し， 現

在 で は全国的に も
「
ご く少数 」 の 自生地 しか な い 状 況 で

ある とい う．

　 また，阿蘇 くじゅ う地域 に お い て特徴的 にみ られ るヤ

ツ シ ロ ソ ウ
， ヒ ロ ハ トラ ノ オ ， オ グ ラ セ ン ノ ウ，タマ ボ

ウキな ど の 大陸系遺存植物 は，そ の 多くが 絶滅危惧種 に

指定 さ れ て い る．こ れ ら貴重 な植物群 の 自生 地 の 多 く

は ， 戦後 は 人工草地 に転換 さ れ，その うえ近年 は牧畜業

の 衰退 と ともに ゴ ル フ 場 ，
ス ギ の 植林 地 ，ダ イ コ ン 畑 な

ど に転用 さ れ て 急速に 失 なわれ つ つ あ り， 絶滅 が 心 配 さ

れ て い る （佐藤，1993 ；先名，1995 ；阿蘇 くじゅ う国

立公園管理事務 所，1993）．た とえば ，

「
肥 後 」 の 名前

を冠 した とい う説 もあり草原 の 秋 を告げ る花 として親 し

まれ て き た ヒ ゴ タ イ は，現 在 で は 野 生 状態 を見 る こ とが

ほ ぽ 不可能に な っ て き た （今江 ・大滝，ユ977 ；阿蘇 く

じゅ う国立公園管理事務 所，1993）．

　前に 述べ た ように， レ ン ゲ ツ ツ ジ の 名所は牛 馬の放牧

に よ っ て で きた と こ ろ が 多 い （岩波，ユ995 ；沼 田，

1993，1994
，

1995　a，b ）．そ の 理 由は ， 牛や 馬が ツ ツ ジ

を食べ 残す ため で， レ ン ゲ ツ ツ ジ の こ とを方言 で
「ウ マ

ツ ツ ジ 」 とか 「ベ コ ツ ツ ジ 」 〔ペ コ とは牛 の こ と）と呼

ぷ 地方 もある （中沢，1995）．しか し，放牧 の衰退 は こ

れ ち の 名所 の 保全管理 に 新た な問題 を引 き起 こ して い

る．レ ン ゲ ツ ツ ジ をよい 状態に お くた め に は，そ の 競争

相 手 の 植 物を抑 え な け れ ば な らな い が （加藤 ，
ユ995 ；

沼 田 ，
1993

，
19．　94 ， 1995a ，b ；瀬田 ， 1995 ； 田 中，

1981），多 くの 場所 で は 放牧 家畜が い な くな っ た た め

に，もとの シ バ は モ ヤ シ の ように伸び きっ て しまい ，バ

ラ科 の植物や灌木類が は び こ っ て レ ン ゲ ツ ツ ジ を駆逐 し

て し ま っ た （岩波，ユ995 ）．安比高原 ， 三瓶 山など全国

各地 で レ ン ゲ ツ ツ ジ の群落を守る た め に，役場 の 職貝や

ボ ラ ン テ ィ ア の 人 た ちが 周 りの 草木 の 管理 を試 み て い る

もの の，家畜の採食や踏 み つ け に は遠 く及ば な い とい う

の が 実情で あ る （岩波 ，
1995 ；高橋 ， 1994，1996b ）．

　
・
方 ， 温暖地や低地帯 の 湿原 に お い て は，周辺 が 森林

に遷移 した り，人工 草地化 され た た め ， 湿原 そ の もの が

消 滅 の 危 機 に 瀕 し て い る 場所 も少な くな い （波 田，

1988）．そ の た め ，オ グラ セ ン ノ ウ ， ビ ッ チ ュ ウ フ ウ

ロ ，ツ ク シ フ ウロ
， ヒ ゴ シ オ ン な ど の 湿潤地 に 生育する

大陸系の希少植物は生育場所を失 ない ，憂慮すべ き状態

に あ る （浅 井 ・吉 沢 ， 1992 ； 日 本植 物分 類 学会，

1993 ；我が 国に お ける保護上重要 な植物種 お よび植物

群落 の 研究委 員会植物種 分科会，1989＞．ま た，食虫植

物 群落 の ような もの で も，
ヨ シ の 群落 が 広が っ た り ， 乾

燥 して きて ス ス キや ア カ マ ツ が 侵入する （つ まり遷移 が

進む） と日 当 た りが 悪 くな り消滅 して しまう．森林へ の

遷移 過程 に あ る 湿原 の 保全は，高層湿原 とは異な り，遷

移 をとどめ る人為的な管理 が 不可欠 とな る が ，火 入 れや

放牧，採草の衰退は 日 当 た りの よい 場 所 を好む湿地性植

物 の 分 布域 を せ ば め て い る （浅井 ・吉沢 ，1992 ；波

日ヨ，　1988，　1993＞．

　植物種 は，個体群 として ， あ る い は 植物群落 の一貝 と

して 存在 して い る．そ の た め ， 絶滅 の お それ が あるよう

な種 を保全す る場合 で も，組成上 それら の 種 を含 む 植物

群落 その もの を健全 な状態で 維持する こ とが 必要である

（中井，1996 ；鷲谷 ・矢原，1996）．草地 と い うの は基

本的 に は 長年 の 間 の 放牧，採草，火 入 れ などの 畜産的 な

営み に よっ て 維持さ れて きた もの で ， 放 っ て おけば遷移

が 進 ん で 大部分 が 森林 に なっ て しまう．こ の よ うな と こ

ろ を保護する とすれば，草地 として の 目標植生 を遷移段

階に 応じて 決め ， 放牧 ， 採草，火 入 れ を ど の 程 度行な う

か とい う管理水準 （無管理 を含 む ）と，その 内容 を決め

る 必 要 が ある （前 中 ，
1993 ；沼 田，1995 ）．また，湿地

の 保護に関 して は水源 の 保護を考慮 した 目標 の 設定が必

要 とな る （阿蘇 くじゅ う国立公 園管理事務 所，1993）．
こ っ しな い と草 地 に 固有な植物や植物群落 が 維持 で きな

い ．

　今後 こ れ らを維持 ・保全 して ゆ くた め に は
，

こ れ まで

農家の力に よ っ て管理 され て きた草地 の恩恵を改め て見

直 し， 草地 を基 盤 とす る農畜産業の 存続が 保障で きる政

策強化 と組織対 応を ， 都市住 民を含めた国民全体の問題

と し て 論 議 し，実現 し て ゆ く必要が ある （庫本，

1995 ；佐藤 ，
1993 ；先 名，

1995 ；瀬 田 ，
1995 ；高橋 ，

1994
，

1996a
，
b ；中国農業試験場畜産部，1995）．そ の

段 階 で は，伝統 的 な 農畜産業 を柱 とする営農形態が 存続

で きるよう牛 肉 の 価格や中山間地 の社会構造 も考慮 され

る べ き で あ り （大滝， 1994 ； 佐藤 ，1993 ；瀬 田 ，

1995 ；高橋，1994
，

1996a
，
b ）， また ， ボ ラ ン テ ィ ア活

動や 所得補償 も念頭 に お い た論議が 必要で ある （石井

ら ，
1993 ；桂 ，

1994 ；小 倉 ，
ユ995 ；瀬 田 ，1995 ；高

橋，1994，1996a，b ；武 内，1991，1994），ヨ
ー

ロ ッ
パ

諸国 で は
， 半 自然草地や 二 次林が 生物多様性 の 維持に 貢

献 して い る こ と が 評価 され （Austad　 et　 aL 　 l99ユ ；

Green，1985 ； Peterken　，1993 ），そ の 保 全 と管理 の

体系化 や保全 ， 復元 に 向 け て の試み が なさ れ て い るが

（Austad ＆ Hauge ，1989 ； Austad ＆ Skogen ，

1990 ；桂 ，
ユ994 ）， 市民ボ ラ ン テ ィ ア や 民 間団体 地域

住民の共同作業 も相当に 大 きなウ エ イ トを占め て い る

（石井 ら，
1993 ；桂 ，

1994 ；瀬田，1995）．

　さらに，すで に 人為的な働 きか けが不 可能とな っ た地

域 で は ， 草地生態系 の 保全管理 の 観 点 か ら，草 地 の 買 い
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上 げや，火 入れ，放牧，採草など の 維持管理経費 へ の 行

政的助成措置 を検討 して ゆ く必要 が ある （阿蘇 くじゅ っ

国 立 公 園管理 事務所，1993）． こ の 場合， 現 に 植物が 生

えて い る区域 だ け を保護するの で は な く，その 種 の 生 育

環境 を含む 自然環境全体 地域 の 景観を保全する方 向 に

も っ て ゆ くこ とが 大切 で ある （Nakagoshi＆ Naito　，

1995 ；沼 田，ユ993 ；鷲谷 ・矢原 ，
1996 ）．

　た とえば，北海道の低地 の サ ク ラ ソ ウ保護地 で 良好 な

群落が 維 持で きる の は ， 周囲の 土 地利用が 牧場 で ある た

め農薬使 用が 少 な くマ ル ハ ナ バ チ 個体群が 維 持 され やす

い こ と と， サ クラ ソ ウの 生育場 所で ある カ シ ワ 林が 防風

林 として機能存続を許され た こ と と関係が ある と い う．

しか も， そ の カ シ ワ 林 が，適当 な頻度で 夏期 に 行なわ れ

る林間放牧 の 効果で ， ミヤ コ ザ サ で お おわれ る こ とな く

多様 な植物 相を有 して い る こ とが ，サ ク ラ ソ ウ の保全に

役 立 っ て い る こ と が 指 摘 さ れ て い る （鷲谷 ・矢 原，

1996 ）． こ の サ クラ ソ ウ 自生地 の 事 例は，あ る特定の希

少植物の 個体群を保全す る場合 に も，単 に
「

生育場所 」

とい う空間的範 囲 を越 え た よ り一ヒ位 の 概 念で あり，ま

た，無機的環境 と生物的環境 に 加 えて人為 的要素 までを

含め た総体 として の 概 念である
「
地域景観」 を問題に し

なければ ならな い こ とを象徴的 に示 して い る．

　現在，各地 の 草地 で は観光 レ ク リ ェ
ーシ ョ ン を目的 と

す る 多種 多様 な開発行為 の 進入が見 られ る．これ まで，

半 自然 の 草 原植 生 は極相林 などの 原生 自然に 比べ て 価値

が 低 い とい っ た誤 っ た認識 をも た れが ちで あっ た （石井

ら ，
1993 ；沼 田，1982，1993，1994，ユ995b ；芹 沢，

1995 ；瀬 田 ，1995 ；高僑 ，1994 ；鷲谷
・矢原，1996 ；

M
・・然 ・地 ［垂＝〉

（iiiiEiiiiiiiit
）），、

　 個 体 群

 

維 持

 

高

警

ー

ー
・

図 4 ．半 自然草地 の 管理 ・利用 と草 原性 植物 の 個体群

　　　の 推移 （Naito ＆ Nakagoshi （1994）を
一

部

　　　改 変）

図 5 ．山
一面が 草原だ っ た 昭 和10年頃 の 三瓶 山 （上 ） と植 林 で おおわれ た 現 在 （下）
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中国農業 試験場 畜産部，1995 ）．そ の た め
， 半 自然草地

の 多 くは開発的土 地利用 の 規制が 緩や か で
’
、有効な手だ

て の な い ま ま に ，保護 と開発 の 問題 が 顕在化 して きて い

る，今後 は希少植物 の 生育地 の ような貴重 な草原域 に つ

い て は．そ の 重要度 に 応 じて 適切 な保護 区を設 け，開発

の 規制を図 っ て ゆ く必要が あ る （阿 蘇 くじゅ う国立 公 園

管理事務 所，1993 ； 日本植物 分類 学会，1993 ；我が 国

に お け る 保護 上重要な植物種お よび植物群落の 研究委員

会植物種分科会，］E89）．そ して，何度も繰 り返すが，

その 管理 に 当 た っ て は
， 草地 の ような二 次的 自然 が 適 度

の 人為的攪乱 に 依 存す る 自然で あ る こ と （Green，

1985 ）を ト分 認 識 し，生物相 の 維持 ・増 強 を 日標 と し

て の 人為 的攪乱 が 行 なわ れ な くて は な ら な い で あ ろ う

（図 4 ）．

三 瓶 山に おける希少植物 の現状

　三 瓶 山は 島根県 の ほ ぼ 中央部 に 位置する トロ イデ型 の

休火山で ，裾 野 は 広大 な草 原か 広が り，中国地 方 に お い

て は極め て まれ な 田 園風景 を形作 っ て い る．藩政 時代 か

らの 伝統 を持 つ 和牛 の 放牧 は か つ て の 三 瓶 山の 風物詩 で

あ り， その こ とが草原性 の 動植物を育み，また 穏 や か な

草原景観を維持 して きた．山全体が シバ や ネザ サ の 草 原

に 覆 われ た女性 的な優 しい 山容 は ， 地元 の 郷 土 史家の 言

葉 をか りれ ば 「一
糸 もま とわ ぬ ヌー

ドの 美 しさ」 と称 さ

れ （図 5 ）， そ の 美 しさが か わ れ て，昭和 38年 に 大 山 隠

岐国立 公 園 に 編 人 さ れ た 経緯 もあっ た （高僑，1994 ；

島根 県，1960 ）．

　 しか し， 和牛 の 放牧が 途絶え，伝統的な牧畜業が衰退

して か ら は，草 原は 荒廃 の
一

途 をた どり， 山の 急斜 面 に

は カ ラ マ ツ や ス ギ が 無造作に植林 さ れ た （図 5 ）．か つ

て の草原景観 は 現在 み る 影 もな く消滅 し，レ ン ゲ ツ ツ ジ

や オ キナ グ サ の よ う な草 原特有 の 植物 も姿 を消 しつ つ あ

る （高橋，
1994 ）．

　1988年 の 山火事 を契機に，か つ て の 放牧 の 中心 で 観

光 の 目玉 で あ る 西 の 原 で は ，
1989 年 よ り 火 入 れ が 実施

さ れ，また，地 元 和牛農家の 強 い 要望に 応え て 昨年 は 四

半世紀 ぶ りに 和牛放牧 が 復活 した ．本年 は，さ ら に 全国

草原 シ ン ポ ジ ウ ム
・サ ミ ッ トの 開催 か 決 ま り，地 元 の 市

民団体 が 県や大 田 市 の 協 力 を得 て計画 を進 め て い る．こ

の ような草原椎持 ・復元 の 試 み は，畜産，観光の 振 興 だ

けに とどまらず ， か つ て の 三瓶 山 の ア イデ ン テ ィ テ ィ
ー
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図 6 ． トラ ン セ ク ト上 の 各方形 区 に お け る ム ラサ キ セ

　　　 ン プ リ の 個体数 ！上 ）と最 大植生 高 （中 ） お よ

　　　び 植被率 （下 ）．

　 　　 　網 掛 け の 部分 は牛 道 を示 す ，最 大 植 生 高 は，ス ス キ を

　 　 　 　黒 丸，その 他 の 種 を 白丸で 示 した．
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で あ っ た 美 しい 牧野景観 や 動植物 の 復元 へ 向け た第一歩

で ある．

　三瓶 山牧 野 に おける貴重植物 の うち，レ ッ ドデ ータ ブ

ッ ク （前掲 ）に記載 され て い る の はオキナグサ とム ラ サ

キ セ ン プ リで あるが
，

い ずれ も日 当 た りの 良 い 短 草型 の

草 地 に よ く見 られ る植物で，放牧 利用 が ほ とん ど 行なわ

れ な くな り
， 長草型草地 に 変 わ っ た 現在 に お い て も，か

つ て の 放牧地 の 面影は色濃 く残 され て い る．こ れ らの 希

少植物 の 生育を確保し よ うとすれ ば，短草型草地 を含む

多様 な生育環境 （ハ ビ タ
ー

ト）が必要 で あり，野焼 きだ

け とい う単純 な管理 だ けで は こ の ような多様な生育環境

は維持する こ とは で きな い （図 6 ，図 7 ）．四半世 紀 ぶ

りの 放牧再開 を契機 に，最近 は 見 か け る こ と も少 な くな

っ た これ ら の 植 物の 個体群維持 に 向け，保全生態学的視

点 か ら の 研 究 が 強 く求 め られ て い る，

図 8 ．長 草 型 草地 〔上 ）， 短草型 草地 （中） お よ び 湿性地 Cド）に 生育す る絶 滅 危惧植 物 ．

　　　　　   ヒ ゴ タ イ，  マ ツ モ トセ ン ノ ウ，  ヤ ツ シ ロ ソ ウ，  オ キナ グ坑   キ ス ミレ ，

　　　　　   ム ラ サ キ セ ン プ リ ，  サ クラ ソ ウ，  オ グラ セ ン ノ ウ，  ヒ ゴ シ オ ン ．

一 21 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society for the Study of Species Biology

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　the 　Study 　of 　Speoies 　Biology

お　わ　 り　 に

　地球上 の 植 生 を大 きく分 け れ ば 森林 と草 原 に な る．世

界 的 に み る と 木 本 の 種 数 は 50．5％ ， 多年 生 草 本 は

36 ．5％， 1 年生 草本は 13％ と な り，お お よ そ 木本 と草

本 は 半 々 で あ る が ， 日 本 の 場合 に は 木 本 の 種 数 は

30％，多年生草本は 60％， 1年生草本 は 10％ と，草本

の 種数 が 非常 に 多い の が 特徴 で ある （沼 田，1994 ）．一

方，森林や草原 の 面積 が ど うなっ て い るか を環境庁第 3

回 自然 環 境 保 全 基礎調 査 （1989年）に よ っ て み る と

（表 3 ），
エ ゾ マ ツ ・トドマ ツ林 ，

ブ ナ林 の よ うな極相

林 が 18％， ミ ズ ナラ林， コ ナ ラ 林 な ど極相林 へ の 途中

の 二 次林 （雑木林 ） が 25％ ，
ス ギ ， ヒ ノ キ， カ ラ マ ツ

な ど の 造林地 が 25％，サ サ， ス ス キ， シバ な ど の 二 次

草原 が 3 ％，果樹 園 な ど の 樹 園地 が 2 ％ ， 農耕 地 が

21％ ，市街地 等が 4 ％で あ っ た （環境 庁，1989 ；沼

田，1994 ｝．

　 こ の よ うに，森林 と草原を概観す る と， わ が 国で は草

本 の 種 数は きわめ て豊富で あり なが ら，草原 （草地 ）が

驚 くほ ど少ない こ とが わ か る．明 治 ， 大正期に は国土 の

11％ を占 め ， 水 田 （9 ％ 〉よ りも広 い 面積 を有 し て い

た 半自然草地 は （阿蘇 くじゅ う国立公 園指 定 60周年記

念行事実 行委貝会，1994），今や わ ず か に 3 ％を 占め る

に と ど ま っ て い る （環境庁 ，
1989）．しか も， そ の 約半

分 は 阿蘇 くじ ゅ う地域に分布 して お り，そ の 他の 地域 で

は 「草 原 そ れ 自体が 文化的遺産 とも呼ぶ べ き希少価値 を

表 3 ．植生 自然度 の 区分基準 と全国 の 比率（環境庁，1989）

全国比率

（％）

持 つ に 至 っ た」 と い っ て も過言 で は な い ．草 原性 の 希少

植物 の 保護 の 問題 は，す ぐれ て半自然草地 の 景観 その も

の の 維持 ・復元 の問題な の で ある．

　日本 の 数少 な い 半 自然．草地 は，今や ゴ ル フ 場，モ トク

ロ ス，オー
トレ ー

ス な ど の 場 と して ね らわ れ る こ とが 多

く，草地景観 の 面か らも憂慮に 耐 え な い ．また，草地 景

観を目玉 と して指定され た 自然公 園で は
， 放牧 ，

火 入 れ

などをや め た た め に変貌 して い る と こ ろ が ある が ， こ れ

ら は 公 園区域 と して は もは や不適 当 とさ え い え る （沼

田， 1982，1994 ；瀬 田 ，1995 ； 中国農 業試 験場 畜 産

部，1995 ）．従 来 の 自然公 園行政 は，現状 を変更す る 行

為 に対して風景を維持する観点か ら規制を加えて きた も

の の，放棄 され，放任 され た ままの 無管理
・無利用 に対

して は 残念 な が ら 力が 及 ば なか っ た．日本 の 半 自然草地

は 放牧，火入れ，採草 などの 影響 が 不可欠で あ る 以上 ，

こ れ か ら は 維 持 して ゆ くべ き自然景観や動植物 を保 全管

理 して い くた め に ，
一
何 を さ せ ない か 」 で は な く，「何を

し な け れ ば な ら な い か 」 が 問われ て くる で あろ う．

　 同様 に，従来 の 草 地研 究は幾た び の 変遷 を経 なが ら

も，重要 なテ
ー

マ としては牧 草 ・飼料作物 の 播種，施肥

な どを介 した 土 地生産利用性 の 向上や栄養価 の 向上 に 関

す る もの に 主 眼が おかれ て い た 点 も事 実である．今後

は．「
草地 無 用 論 」 を 払 拭 す る た め に も，飼料 生産 「生の

向上 だ け の 視点 の み に とどまらず，む しろ 景観や 生物相

の 保全も含め た 地 域 資源 ，環境資源 と して の 草地 の 必 要

性 を証明 で きる研究 が 望 まれる．

植 　生

自然度
区　分　基　準

10

9

8

7

654321

高山 ハ イデ，風衝草原，自然草原等，自然植 生の う

ち単層の 植物社会 を形成する 地 区

エ ゾ マ ツ ートドマ ツ 群集，ブ ナ 群集等，自然植 生の

うち 多層の 植物社会 を形成する地 区

ブナ ・ミズナ ラ再生林t シ イ
・

カシ萌芽林等代償植

生で あっ て も，と くに 自然植生に 近 い 地 区

ク リ
ー

ミズ ナ ラ群落，ク ヌ ギーコ ナラ群落等，一般

に は二 次林 と呼 ばれ る代償 植生地 区

常緑針葉樹，落葉針葉耐，常緑広葉樹等の造林地

廾 サ 群 落，ス ス キ群 落等の 背丈の 高 い 草原

シバ 群落等の 背 丈の 低 い 草 原

果樹 園，桑園，茶畑，苗圃等の 樹園地

畑地 ， 水 田等 の 耕作地，緑 の 多い 住宅 地

市街地 ， 造成地等の 植 生の ほ とん ど残存 しない 地 区

1」0

IB．1B

5．44

19，13

24、7D1

、561

．611

．8420

．884

、03

　阿蘇 の 草 原 は 植 生 自然度 の 区 分 で い えば 4 や 5 に あ た る。
た だ し，自然度 とは 植 生 の 価値 の 度合 い を 示 す もの で は な い

の で，自然 度の ラ ン クが 低 い もの は，必ず し も価 値 が 低 い の

で は な い （沼 田，1994 ）．
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